
荒尾ウェルビーイングスマートシティ （あらおスマートシティ推進協議会） １

運営体制

都市の課題 解決方法

KPI（目標）

さりげないセンシングによるスマートヘルスケア（日常健康管理、リコメンドサービス等）、再生可能エネルギーの活用と蓄電池・EVの連携制御に
よるエネルギーの地産地消、オンデマンド相乗りタクシーなどの自治体MaaS、パーソナルデータを集中管理ではなく個人管理で安心安全に利活用
できるパーソナルデータエコシステムによる横串連携など、多様な先進技術の連携により、住民が最先端のウェルビーイング（心身ともに健康で幸
せな状態）を享受できる快適未来都市にする。また南新地地区をリビングラボと位置付け、ニューノーマル時代の新サービス創出拠点を目指す。

■対象区域の概要
・対象：熊本県荒尾市（南新地地区）
・人口：約5万人 ・面積：57.37㎢
※南新地地区にて土地区画整理事業(南新
地地区ウェルネス拠点整備事業)が進行中
※有明海沿岸道路の延伸、及び荒尾北IC(
仮称)が新設予定

南新地地区ウェルネス拠点 34.5ha
土地区画整理事業実施中

さらなる人口減少・少子高齢化によって・・・
賑わいの低下

産業の担い手不足 空き家増加
地域経済衰退子育て環境悪化

交通機能低下
・・・

医療・介護給付費の増加

１. 切れ目のない充実した子育て環境をつくる
２. 雇用の確保と所得の向上で安定した暮らしをつくる
３. 誰もがつながりを持ち健康でいきいきとした暮らしをつくる
４. あらおファンを増やすとともに、移住しやすい環境をつくる
５. 先進的で持続的なまちをつくる

●さりげないセンシングによるスマートヘルスケア
「日常計測→健康分析→リコメンド→自身/家族と共有」のコンセプトをベ
ースにしたヘルスケアサービス（日常健康管理、リコメンドサービス 等）
●エネルギー地産地消
太陽光パネル/蓄電池/EVの連携、群制御による再生可能エネルギーの
地域内活用と災害に強い電力インフラシステムの構築
●自治体MaaS
AIとスマホの活用により運行の効率化を実現したオンデマンド相乗りEVタ
クシーなど快適な移動
●パーソナルデータエコシステム
パーソナルデータの利活用によるマッチング促進・サービス品質向上 等
●行政手続きのデジタル化
スマホアプリを用いた乳幼児健診手続きの効率化 等
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1. 切れ目のない充実した
子育て環境をつくる

2. 誰もがつながりを持ち、
健康でいきいきとした暮らしをつくる

3. 雇用の確保と所得の向上で
安定した暮らしをつくる

4. あらおファンを増やすとともに、
移住しやすい環境をつくる

5. 先進的で持続可能なまちをつくる

合計特殊出生率

荒尾市で子育てをしたい
と思う市民の割合

平均自立期間
何らかの地域活動に

参加している市民の割合
市内の従業者数

１人あたりの市町村民所得

あらおファンの人数
本市への転入者数

荒尾市が暮らしやすいと
感じている市民の割合

男性 : 78.9年 → 79.5年
女性 : 83.8年 → 84.4年

43.1人/ha → 42.3人/ha

65.3% → 70.0%

1.95 → 2.0

42.1% → 75.0%

[H28]         [R6]
15,011人 → 15,000人
[H29]          [R5]
2,188千円 → 2,257千円

居住誘導区域内人口密度

1,170人 → 3,000人

1,750人 → 2,000人

71.8% → 80.0%

●防災・見守り
避難所逃げ遅れ管理、児童登下校状況把握/不審者検知 等

[R1] → [R7]



荒尾ウェルビーイングスマートシティ 事業実行計画 ２
さりげないセンシングによるスマートヘルスケア（日常人間ドック、リコメンドサービス等）、エネルギーの地産地消、自治体MaaS（オンデマンド相乗りタ
クシー）、パーソナルデータエコシステム等々の技術による各種サービスを創出し、実証実験（PoC・PoT・PoB）を行いながら、事業化の目途付けで
きたものから段階的に実装する。R6～R8の街びらきに向け土地区画整理事業を進めている南新地地区ウェルネス拠点での全面実装を目指す。

目指すまちの姿 本事業全体の概要

家事

支度 託児 出勤

夜間

在宅
外出

仕事

買物

家族コミュニ
ケーション

スマートごみ回収でごみ出
しが楽、環境にも良い

ウェルビーイングミラーで、
毎日の健康状態が分かり、
お勧めの行動を教えてくれる

自動運転車がこどもの送り迎えを
してくれて便利。車内をカメラでい

つでも見られるから安心

電動キックボードが
あるからクルマが無く

ても困らない

ウェルビーイングミラーと
PLRで、毎日自動的に健康
状態管理感染症拡散を抑
制でき、コロナ禍でも過剰に

自粛せずに済む

行政手続きのデジ
タル化で、わざわざ
行かなくて良く密を

回避できる

オンデマンド相乗
りタクシーで運転
できなくても移動に
困らず、感染症対

策も安心

家族でお風呂

温浴施設で血流動
態センサー付きバンド
を付け、健康状態を

気付く

自動運転車で塾や部活の
送り迎えが不要、EVで排
ガスが出ず環境にも優しい

スーパーやコンビニのレ
ジが無人、ストレスなく
買い物でき、密も回避

V2Hで電気代を節約できて
環境にも良い

停電や災害時の備えにもな
り安心

さりげないセンシング
と日常人間ドックで
、一人暮らしの親の
健康状態が分かり安

心

自治体RE100
エネルギーの地産地消
で環境にやさしい持続

可能なまち

学校 ウェルビーイン
グミラーで、学
校での子供の
心の健康管理

ウェルビーイングミ
ラーとPLRで、病
院の受付が自動

化。非接触で感染
症も安心

病院

市役所

子供の
送り迎
え食事

ウェルビーイングミラーとPLRで、
体調にあった食事とお勧めのお店
を教えてくれ、健康的な食生活、

地域のお店も潤う

＜南新地地区ウェルネス拠点＞
道の駅 温浴施設 子育て支援施設 アウトドア施設 住宅 公園

＜荒尾ウェルビーイングスマートシティ＞

データ利活用

ヘルスケア モビリティエネルギー 防災・見守り

さりげないセンシ
ングによるスマー

トヘルスケア
「日常の計測→健康に
関する分析→自身/家
族と共有」のコンセプト
をベースにした健康寿

命延伸に繋がる各種ヘ
ルスケアサービス

自治体
MaaS

AIとスマホの活用
により運行の効
率化を実現した
オンデマンド相乗
りEVタクシー(地
域で発電した電

力を利用)

パーソナルデータエコシステム
パーソナルデータの利活用による

マッチング促進・各種サービス質向上

行政手続きデジタル化
スマホアプリを用いた

乳幼児健診手続き 等

エネルギーの
地産地消

太陽光パネル/蓄
電池/EVの連携
制御による再生

可能エネルギー利
活用マネジメント

サービス

・
・
・

荒尾市民・来訪者・地域事業者

・・・

連携

南新地地区にてR6年の街びらきに向け施設開発を検討中の土地区画整理事業。
各種スマートサービス実装の中心拠点にしていく想定。

ウェルビーイングのコンセプトに基づく各種スマートシティサービスを創出し荒尾市に実装するためのプロジェクト

・
・
・

・
・
・

避難所逃げ
遅れ管理・
行動見守り
顔認証による瀕
難状況確認、児
童登下校の状
況把握/不審者

検知 等

・
・
・

生体認証連携
一度の生体情報登録で

複数サービス利用



これまで実施した実証実験の概要：ヘルスケア事業 ３

実証実験の内容 実証実験で得られた成果・知見

ウェルビーイングミラーを用いたさりげないセンシングによるスマートヘルスケアサービスを市民に体験してもらう実験を通して、目標で
ある健康寿命の延伸に向けた「健康的な生活習慣への行動変容」への寄与の可能性、持続可能なビジネスとしての成立性を
検証した。その結果、検証したサービス群はいずれも行動変容に寄与しうること、また一定数の利用者数の確保できれば持続可
能な事業として成立し得ることを確認した。

A)日常センシングによるダイエットマネジメント（ウェルビーイングミラー）
画像から脈拍/見た目印象/立姿勢を計測/分析。カロリー収支の入力結果踏
まえお勧めの行動/食事をリコメンド。同時に市内店舗をクーポンと共に紹介。

B)歩行センシングによるウォーキング
習慣促進（歩行センサ/アプリ）
インソールセンサーで歩容を分析し歩き方
の改善アドバイス。

C)ビジネスパーソンの心の健康
管理（感情分析センサ/アプリ）
腕時計型センサーで仕事中の感情
を分析し可視化。

A)日常センシングによるダイエットマネジメント（ウェルビーイングミラー）
体験会を開催し市民91名が参加。被験者の約89%が「本サービスで習慣化できそう」
と回答しており、健康的な生活習慣への行動変容に寄与できる可能性は高い。また「
日常的に利用し続けられる」かつ「有料でも取り入れたい」と回答したのは約52%あり、
市民からの利用料を得られる可能性もある。各種仮説のもと収支試算した結果、利用
者約5,000人以上獲得できれば独立した事業として成立すると考察。

B)歩行センシングによるウォーキング
習慣促進（歩行センサ/アプリ）
体験会を開催し市民54名が参加。被験
者の約84%が「本サービスで習慣化できそ
う」と回答しており、健康的な生活習慣への
行動変容に寄与できる可能性は高い。ま
た「日常的に利用し続けられる」かつ「有料
でも取り入れたい」と回答したのは約42%
あり、市民からの利用料を得られる可能性
もある。各種仮説のもと収支試算した結果
、利用者約5,300人以上獲得できれば独
立した事業として成立すると考察。

C)ビジネスパーソンの心の健
康管理（感情分析センサ/アプリ）
市役所職員19名に業務中に本
サービスを利用する実験実施。被
験者の約94%は「心の健康管
理に役立つ」と回答しており気付
きを与えられる可能性は高い。一
方、「仕事の仕方を変えようと思っ
た」のは約27%と少なく、行動を
促すための改善を検討する余地
あり。



今後の取組：ヘルスケア事業 ４

今後の取組：スケジュール実証実験で得られた課題

2021年度はプロトタイプを用いた短期イベントでの実証実験であったが、より中期的に市民の日常生活で試行することにより、
行動変容への寄与や、ビジネスとしての成立性をより具体的に見極める余地がある。2022年度は、市民の日常生活において
各種デバイスでのセンシング＋生活習慣改善アプリを利用してもらう実証実験を通してビジネススキームを具体化し、 2023年
度以降から段階的に社会実装していくことを目指す。

A）日常センシングによるダイエット
マネジメント

B）歩行センシングによる
ウォーキング習慣促進

C）ビジネスパーソン
の心の健康管理

行
動
変
容
の
可
能
性

・市民生活での中長期的な試行を
通して、実際の行動変容の可能性
を詳細検証する余地あり

・市民生活での中長期
的な試行を通して、実際
の行動変容の可能性を
詳細検証する余地あり
・歩容ランクによる特典の
効果が認められなかった。
改善余地あり。

・気付きにはなってい
るものの仕事の仕方
を変えようと思わせる
までには十分至って
いない。フォロー方法
の改善検討余地あり。

技
術
の
妥
当
性/

成
立
性

・ウェルビーイングミラーは実験用の
プロトタイプであり自宅設置できるサ
イズ/仕様/品質に改善必要。また
日々生活改善をサポートするアプリ
も必要。
・カロリー消費・カロリー摂取の計測
機能、店舗紹介/クーポン機能は
未装備。機能拡張必要。
・健康分析/お勧め分析は実験用
の簡易ロジックであり実運用に耐え
うるロジックの開発or調達が必要。
薬機法に抵触しない計測/分析機
能にする必要あり。

・改善を考えるきっかけに
なるよう、歩容の分析結
果の提示方法について
改善余地あり。

・感情分析結果と実
際の行動との間の因
果関係が十分認め
られなかった。詳細
検証の余地あり。
・感情分析結果を踏
まえどう行動すべきか
の分析は不十分。
改善余地あり。

ビ
ジ
ネ
ス
の
成
立
性

・事業運営主体が未確定。
・立ち上げフェーズの資金調達必要。
・利用者獲得のためのマーケティン
グ戦略検討必要。
・地域の協力店舗の巻き込みが必
要。
・上記踏まえ事業計画の具体化必
要。

・事業運営主体が未確
定。
・立ち上げフェーズの資金
調達必要。
・利用者獲得のための
マーケティング戦略検討
必要。
・上記踏まえ事業計画の
具体化必要。

・事業運営主体が
未確定。
・立ち上げフェーズの
資金調達必要。
・主要な顧客となる
企業向けのニーズ調
査が不十分。
・上記踏まえ事業計
画の具体化必要。

2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

さりげないセンシ
ングによるス
マートヘルスケ
アサービス

データ利活用
（都市マネジメン
ト＋都市OS）

実証実験

(受容性確認)

実証実験

(PoC/PoT/PoB)
段階的に実装

構想検討

＋実証実験

南新地ウェルネス拠点 街びらき

▼

段階的に実装

ビジネススキーム具体化

するための実証実験

＜中長期的 取組スケジュール＞
2024年度の南新地地区の街びらきに向け、2023年度以降、段階的に
社会実装していくことを目指す

＜2022年度 取組事項（仮）＞
さりげないセンシングによるスマートヘルスケアサービス
・ビジネススキームを具体化するための実証実験（市民の日常生活での
利用を通して、行動変容の可能性、ビジネス成立性を詳細検証）
・事業計画の立案
・事業運営主体の形成準備

データ利活用（都市マネジメント＋都市OS）
・荒尾ウェルビーイングスマートシティのマネジメント組織の在り方検討
・都市OSの構想具体化（各社の目論見/ソリューションの整合）
・都市OSの部分的実証実験


